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提
案
理
由
の
説
明
に
先
立
ち
ま
し
て
、
数
点
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
十
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
の
両
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
第
三
十
三
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
」
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

本
大
会
で
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
御
臨
席
を
賜
り
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
式
典
行
事

に
は
全
国
各
地
か
ら
約
千
二
百
人
の
参
加
者
を
お
迎
え
し
厳
粛
か
つ
盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
熊
本
港
、
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
と
牛
深
漁
港
の
三
会
場
で
同
時
に
稚
魚
放
流
な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
大
会
を
通
し
て
、
本
市
の
特
色
あ
る
水
産
業
の
魅
力
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
水
産
資
源
や
自
然

環
境
を
守
り
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
御
来
熊
は
、
十
四
年
振
り
と
な
り
、
市
民
・
県
民
あ
げ
て
の
歓
迎
ム
ー

ド
に
沸
き
、
二
十
八
日
に
は
熊
本
城
本
丸
御
殿
を
御
視
察
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
意
義
深
い
大
会
と
な
っ

た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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大
会
開
催
に
際
し
、
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
、
ま
た
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
議
員
各

位
並
び
に
市
民
の
皆
様
に
対
し
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
に
、
「
第
十
一
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市
サ
ミ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
去
る
十
月
三
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
会
員
都
市
や
友
好
姉
妹
都
市
等
、
十
三
の
国
と

地
域
か
ら
二
十
四
都
市
の
代
表
な
ど
百
十
人
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

本
会
議
で
は
「
く
ら
し
や
す
い
都
市
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
発
表
や
意
見
交
換
を
経
て
、「
熊
本
宣

言
」
を
採
択
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
熊
本
城
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た
料
理
等
に
よ
る
お
も
て
な
し
を
通
し
、
国
内

外
の
参
加
者
に
広
く
熊
本
の
魅
力
を
発
信
で
き
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
他
に
も
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
外
交
会
議
」
が
同
時
期
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

経
験
等
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
で
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
開
催
地
と
し
て
も
選
ば
れ
る
都
市
を
目
指
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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次
に
、
二
〇
一
九
年
の
女
子
世
界
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
去
る
十
月

二
十
八
日
に
ド
ー
ハ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
国
際
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
連
盟
の
理
事
会
に
お
い
て
、
同
大
会
の
熊

本
で
の
開
催
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

一
九
九
七
年
の
男
子
世
界
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
以
来
と
な
り
ま
す
本
大
会
の
開
催
は
、
本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
国
際
交
流
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
本
市
の
魅
力
を
世
界
に
向
け
て
発

信
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
九
年
に
向
け
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
、
熊

本
県
と
連
携
し
、
市
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
得
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
「
日
仏
地
方
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
三
」
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

去
る
十
月
二
十
二
日
か
ら
四
日
間
、
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
パ
リ
事
務
所
が
主
催
す
る
「
日
仏

地
方
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
三
」
に
参
加
す
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
で
は
、「
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
都
市
整
備
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
仏
各
自
治
体
の
事
例
紹
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介
の
後
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
政
策
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
活
発
な
討
論
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

私
か
ら
は
、
本
市
の
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
く

取
り
組
み
や
、
中
心
市
街
地
の
再
デ
ザ
イ
ン
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

今
回
の
会
議
へ
の
参
加
を
通
し
て
得
た
貴
重
な
情
報
を
、
今
後
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
富
合
町
合
併
特
例
区
の
設
置
期
間
満
了
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

富
合
町
合
併
特
例
区
は
、
平
成
二
十
年
十
月
六
日
に
旧
富
合
町
と
の
合
併
に
併
せ
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

富
合
町
合
併
特
例
区
で
は
、
運
動
施
設
や
老
人
憩
の
家
等
、
公
の
施
設
管
理
を
は
じ
め
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
ス
ム
ー
ズ
な
新
市
へ
の
移
行
と
地
域
の
発
展
に
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資
す
る
も
の
と
し
て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
法
定
設
置
期
間
で
あ
り
ま
す
満
五
年
を
迎
え
ま
し
た
十
月
五
日
を
も
っ
て
、
そ
の
役

割
を
終
え
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
は
、
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
南
区
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
更
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
説
明
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
回
の
補
正
予
算
案
は
、
引
き
続
き
受
給
者
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
生
活
保
護
費
や
今
後
の
業
務
推
進

上
や
む
を
得
な
い
も
の
、
国
・
県
の
補
助
内
示
に
伴
う
も
の
な
ど
に
つ
い
て
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
ほ

か
、
来
年
度
当
初
か
ら
業
務
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
る
施
設
の
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
に
入

札
等
の
契
約
事
務
を
実
施
す
る
た
め
の
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
も
提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
ず
、
補
正
予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
一
般
会
計
に
お
い
て
二
十
七
億
二
千
四
百
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四
十
六
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
二
千
九
百
六
十
三
億
八
千
六
百
三
十
六
万
円
、
特
別
会
計
に
お

い
て
千
九
百
八
十
八
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
千
九
百
七
十
六
億
五
千
五
百
九
十
六
万
円
、
企
業

会
計
に
お
い
て
千
六
百
八
十
二
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
八
百
十
八
億
九
千
八
百
四
十
九
万
円
と

な
り
、
合
計
で
は
二
十
七
億
六
千
百
十
七
万
円
の
増
額
、
補
正
後
の
予
算
額
は
五
千
七
百
五
十
九
億
四
千

八
十
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

補
正
後
の
予
算
を
前
年
同
期
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
一
般
会
計
で
は
五
・
四
％
の
増
、
特
別
会
計
で

は
二
・
九
％
の
減
、
企
業
会
計
で
は
〇
・
三
％
の
減
と
な
り
ま
す
が
、
全
体
の
合
計
額
で
は
一
・
六
％
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

主
な
内
容
に
つ
い
て
、
部
門
別
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
ず
、
総
務
部
門
で
は
、
人
件
費
の
時
間
外
勤
務
手
当
の
ほ
か
、
県
の
補
助
内
示
に
伴
い
今
年
度
新
た

に
結
成
す
る
自
主
防
災
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
資
機
材
の
助
成
や
、
災
害
態
勢
時
の
機
能
改
善
の
た
め
本
庁
舎

三
階
の
水
防
本
部
の
拡
張
経
費
、
さ
ら
に
は
、
浄
書
管
理
業
務
に
つ
い
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
提
案
制
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度
に
基
づ
く
民
間
委
託
の
た
め
の
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
企
画
振
興
部
門
で
は
、
火
災
に
よ
り
半
焼
し
ま
し
た
本
荘
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
復

旧
経
費
の
ほ
か
、
く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
内
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

民
間
提
案
制
度
に
基
づ
く
民
間
委
託
を
行
う
た
め
の
準
備
経
費
及
び
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。 

次
に
、
健
康
福
祉
子
ど
も
部
門
で
は
、
補
助
内
示
に
伴
い
ま
し
て
、
障
が
い
福
祉
施
設
の
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
置
に
対
す
る
助
成
や
、
災
害
時
に
お
け
る
保
健
活
動
に
必
要
な
救
護
服
や
医
薬
材
料
等
の
購
入
経

費
の
ほ
か
、
生
活
保
護
費
等
に
つ
い
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
環
境
部
門
で
は
、
二
〇
一
四
国
連
「
生
命
の
水
」
表
彰
式
等
の
東
京
開
催
に
伴
い
本
市
で
開
催

い
た
し
ま
す
水
に
関
す
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
関
連
経
費
や
、
落
雷
に
よ
り
故
障
し
ま
し
た
東
部
環
境
工

場
の
設
備
補
修
経
費
の
ほ
か
、
富
合
及
び
城
南
地
区
の
家
庭
ご
み
の
収
集
方
法
を
熊
本
市
域
と
統
一
す
る

こ
と
に
伴
う
経
費
の
業
務
委
託
等
に
係
り
ま
す
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 
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次
に
、
農
水
商
工
部
門
で
は
、
補
助
内
示
に
伴
い
ま
し
て
、
農
地
集
積
推
進
に
係
る
助
成
や
、
商
店
街

が
実
施
し
ま
す
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
に
対
す
る
助
成
の
ほ
か
、
農
地
等
の
災
害
復
旧
経
費
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。 

次
に
、
観
光
文
化
交
流
部
門
で
は
、
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
開
発
届
出
件
数
の
増
加
に
伴
う
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘
調
査
経
費
の
ほ
か
、
わ
く
わ
く
江
津
湖
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
や
、
火
の
国
ま
つ
り
や
お
城
ま
つ

り
の
開
催
に
係
り
ま
す
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
都
市
建
設
部
門
で
は
、
補
助
内
示
に
伴
い
ま
し
て
、
熊
本
市
田
井
島
南
土
地
区
画
整
理
組
合
が

行
い
ま
す
水
路
築
造
等
に
対
す
る
助
成
や
、
準
用
河
川
の
災
害
復
旧
経
費
の
ほ
か
、
国
県
道
及
び
市
道
の

維
持
管
理
の
た
め
舗
装
打
換
等
を
年
度
の
切
れ
目
な
く
実
施
し
ま
す
た
め
の
債
務
負
担
行
為
等
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
消
防
部
門
で
は
、
県
の
ヘ
リ
救
急
搬
送
体
制
と
の
連
携
強
化
の
た
め
、
県
の
補
助
を
活
用
し
た

応
急
処
置
等
訓
練
資
機
材
の
購
入
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 
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次
に
、
教
育
部
門
で
は
、
特
別
支
援
学
級
設
置
に
伴
い
ま
す
教
室
改
修
経
費
に
つ
い
て
の
債
務
負
担
行

為
等
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
企
業
会
計
で
す
が
、
今
年
度
中
に
入
札
等
の
契
約
事
務
を
要
す
る
経
費
の
債
務
負
担
行
為
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
ほ
か
、
上
下
水
道
部
門
に
お
き
ま
し
て
は
、
水
道
水
以
外
の
水
の
使
用
に
係
る
下
水

道
使
用
料
改
定
に
伴
う
量
水
器
設
置
経
費
を
計
上
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う

料
金
等
改
定
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
に
係
り
ま
す
債
務
負
担
行
為
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
が
、
補
正
予
算
の
歳
出
の
説
明
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
賄
う
財
源
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
出

に
見
合
う
国
・
県
支
出
金
等
の
特
定
財
源
を
充
当
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
繰
越
金
等
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。 

続
き
ま
し
て
、
条
例
議
案
で
あ
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
、
ま
ず
「
熊
本
市
物
産
館
条

例
」
の
制
定
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。 

地
域
の
農
業
、
商
工
業
そ
の
他
の
産
業
及
び
観
光
の
振
興
を
図
る
た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
旧
城
南
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町
及
び
旧
植
木
町
と
の
合
併
時
に
お
け
る
新
市
基
本
計
画
に
基
づ
き
物
産
館
の
整
備
を
両
地
域
で
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、
城
南
地
域
物
産
館
を
来
年
十
月
一
日
か
ら
設
置
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
「
熊
本
市
老
朽
家
屋
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
家
屋
等
が
管
理
不
全
な
状
態
と
な
る
こ
と
を
防
止
し
、
ま
た
、
管
理
不
全
な
状
態
と
な
っ
た

家
屋
等
の
適
正
な
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
末
尾
に
簡
単
な
理
由
を
付
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
説
明
を
省
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

何
と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
う
え
御
賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


